
山行報告書 

受 付 № ３０２ 登山地・ルート 仙丈ケ岳～地蔵尾根より～（松峰まで） 

目 的 雪山トレーニング 

メンバー Ｌ：大山、廣瀬、坂野 

行動記録  

 

月 日 曜 天候 ポイント地点・所要タイム 

2・11・金 雪 
浜松＝市野瀬～登山口～孝行猿の遺跡～テント場  

    8:53  9:55    10:41    14:25 

2・12・土 曇り 
テント場～孝行猿の遺跡～登山口～市野瀬＝浜松 

6:24    8:03    8:16  9:02 

記事  目的の成否・状況・問題点(反省)・メンバーの状況・ルートの注意点・自然状況 

【１日目】 

一番の心配は駐車スペースだったが、国道１５２号線に積雪があり、柏木集落まで車を入れる勇気がなく、

国道沿いの施設の駐車場に断って止めさせていただく。１ピッチ歩いたが、事前に聞いていた孝行猿資料館

の民家は閉館しており駐車させていただける感じはなく、集落から登山口駐車場までは除雪がされないよう

なので、国道から歩いて正解だった。下の方の積雪は昨夜から今日にかけて降った雪らしい。登山道は地形

図にない林道を数回横切ったりそのまま林道を歩いたりする。予報では明日の天気は今日より悪いようなの

で、松峰小屋まで至らない場合は２日目は下山するという方針で進む。１４時半くらいに松峰を巻いたコル

の平坦地に至り行動終了。降雪のなかテント設営して中に落ち着く。 

【２日目】 

起きてテントの外に出てみると、雪は止んでいる。すっかり撤収モードに入っていた自分には意外な展開だ

ったが、昨夜、既に下山後の行動予定まで出来上がってしまっており、今さら先へ進んでみようかという提

案もできないし、自分自身も撤収モードを切り替えられそうにない。明るくなり、空には時折青空なども見

え、薄日さえ差したりする中をもやもやした気分で下山する。早々と下山した後は、温泉、伊那のローメン、

飯田の美術館などを巡り、雪降る飯田市街を散策して帰路についた。 

【反省】 

出発前から天気予報は思わしくなく、気分は予報に引きずられてしまったように思う。３日目の予報は悪く

なかったし、２日目のテント予定地が森林限界を越えていない場所でもあったことから、やる気さえあれば

２日目の朝の感じでは行動できたかもしれない（その“やる気”が完全に消えてしまっていた）。行動予定

はあくまで目安として捉え、あまり早いうちから撤収を決めないほうがいいな、と思った。偵察山行として

は得るものが多かった。 

紙面不足の場合は裏面へ 

報告者 大山 受付 平成  年  月  日 受付者  

 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

← 国道１５２号線 
 

← 登山口の駐車場 
 

ローメン解説 → 
 


